
話題1. モジュール性と一般性

「意味を伝える語彙」と「意味を伝えることもあるけ
れど伝わらなくても構わないアクセント」

の違いが示すものとは？
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日本語のアクセント

•あめ 雨/飴 はし 橋/箸

•アクセントという音の高さの違いが意味の違いに結びついてい
る。

•このことから、アクセントの違いは、語彙の違いと捉える（こ
ともできる）。



アクセントをどう脳内で処理しているか？

•ローカルな集団以外の人
は、アクセントの違いを
韻律（要するに音楽）と
して右半球優位で処理し
ている。

•逆にローカルな集団の人
は、アクセントの違いを
意味の違いとして左半球
優位で処理している。



以下のように仮定してみる

A. ローカルな集団以外の人は、アクセントの違いを韻律（要す
るに音楽）として右半球優位で処理している。

→a1. 意味が一瞬分からない

→a2. 意図共有にエラーが生じやすい

B. 逆にローカルな集団の人は、アクセントの違いを意味の違い
として左半球優位で処理している。

→b1. とっさに意味が分かる

→b2. 意図共有しやすい



アクセントとゲーム理論を
用いた協力行動についての
実験

A: Local accent B: non-Local
AとBを聞かせた後に、

1. Dictator game

2. Trsut game

3. Coordination game
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Aの影響が一番出やすいのが、

3. Coordination game



各ゲームの背景

• stag hunt gameはCoordination 
game の一種である。

→獲物を協力して狩るようなやりと
り。

• Dictator game , Trust game

→自分の利益をどう相手と共有する
かに相当するようなやりとり。

自分
相手

A店 B店

A店 1, 1 0, 0

B店 0, 0 1, 1

Coordination game （上）と
stag hunt game（下）の利得表

自分
相手

シカ ウサギ

シカ 2, 2 0, 1

ウサギ 1, 0 1, 1



Coordination game



• Coordination gameでア
クセントの影響がみられた
のは、

出身地ではなく、直近
の居住地で集団を区切っ
た場合

→Ⅰ. 普段からよく聞いてい
れば、自分のネイティブな
アクセントでなくても協調
する。
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冒頭の仮定と併せて考えると、

Ⅰ. の事実はa2. の仮定を否定する。よって、

「a1. 意味が一瞬分からない」状態でも、条件A. において協調
行動は可能。

→意味が分からなくても音楽的に聴き慣れていれば、何となく近
くにいる人と協調行動をとってしまう。

A. ローカルな集団以外の人は、アクセントの違いを韻律（要するに音
楽）として右半球優位で処理している。
→a1. 意味が一瞬分からない
→a2. 意図共有にエラーが生じやすい

B. 逆にローカルな集団の人は、アクセントの違いを意味の違いとして
左半球優位で処理している。
→b1. とっさに意味が分かる
→b2. 意図共有しやすい

Ⅰ. 普段からよく聞
いていれば、自分
のネイティブなア
クセントでなくて
も協調する。



行動と神経基盤

•①獲物を協力して狩るような場面で活性化する神経基盤

•②アクセントを認識するときの神経基盤

•①と②が一致するような見解がでると色々な研究が繋がってく
るのでは？

•また、①のような獲物を狩るような場面では、語彙（＝意味の
理解）を必要としないのでは？
• 語彙の機能≠アクセントの機能な部分もあるということ。



まとめ

•語彙→意味を伝えるもの

•アクセント→意味を伝えなくても機能している

•では、語彙はどうして生まれたんだろう？

→少なくとも、獲物を協力して狩るような場面では発生しないの
では？


